
埼田神社に伝承されている古い獅子頭が、艶のある黒色

をしていることなどから青獅子舞と呼ばれている。平田地

域は獅子舞が多く伝承されているが、享保 2（1717）年の

『雲陽誌』では、当社の獅子舞のみ記述されている。演目

は、道中舞、鳥居舞、拝舞、ささら、刀舞、三番双など12

段。獅子は基本的に 3人立ち。番内がビンササラを持つ点

などに田楽の影響が見られるとされている。段ごとに採物

を変えて舞われるなど、伊勢流獅子舞の影響を強く受けて

いる。伊勢流獅子舞とは伊勢神宮の信仰を伝えて歩く御師

が行う大神楽獅子が変化したものである。実際、周辺の獅

子舞の由来伝承では、大神楽の巡業中、長雨にたたられて

長期滞留した時に、地域の若者に伝授したといわれるなど

（若宮神社獅子舞・玖潭神社獅子舞）、伊勢の大神楽との関

係を想定することができる。（品川）

（参考文献）『島根の民俗芸能』、平成元年、島根県教育委員会

（青獅子舞）
10月の祭礼行事

島根県指定民俗文化財　青獅子舞
平田市　埼田神社
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地域展示 ―発―発掘されたれた出雲の雲の古代神殿―古代神殿―�地域展示 ―発掘された出雲の古代神殿―�

古墳時代�古墳時代�

縄文時代�縄文時代�

弥生時代�弥生時代�旧石器時代�旧石器時代�

古　代�古　代�

特　別　展�
発掘された日本列島 2001  ―新発見考古速報展―�

地　域　展�
発掘された出雲の巨大神殿  ―出雲大社境内遺跡の発見―�

ちょっと�
お得情報�

毎週土曜日と日曜日、14時から学芸員によるミュージアム
トークを行います。是非この機会にご観覧ください。�

1．線刻礫
せんこくれき

（約24000年

前・鹿児島県財部町耳取

遺跡）

旧石器時代のビーナス？　山

形に膨らんだ下半部を女性の

下腹部に

見立てて

いる。縁

部は女性

器か？。

近年全国各地で発見され、話題をよんだ出土品を一堂に会した速報展。

島根県では初めての開催となります。出土品を通して旧石器時代から幕

末までの人々のあゆみに思いを馳せてください。

地域展示コーナーでは、巨大神殿の伝承を裏付けることとなった出雲

大社境内遺跡を取り上げ、最新の調査結果をわかりやすく紹介します。

●期　　間　平成13年10月16日（火）～11月18日（日）（会期中無休）

特別展開催期間中は常設展は行っておりません。

●場　　所　松江市殿町の島根県立博物館です。お間違えのないように。

●入 館 料　一　般：500円（400円） 高大生：300円（200円）

小中生：100円（ 70円） （ ）内は20名以上の団体料金

●開館時間　9：00～17：00

3．仮面土偶（約3500年前・長野県茅野市

中ツ原遺跡）

35cmの大型の土偶。逆三角形の仮面を被り、手を

大きく腕を広げ、足を踏ん張る。よく見ると、仮

面といっても目の部分がないぞ。いったいこれを

使って何を祈ったのか

考えてみよう。ところ

で展示ではわからない

けど、本物の中味は空

洞だよ。土偶では他に

ヤッホー君・ミサカッ

パ君（山梨県御坂町桂

野遺跡）も登場。

2．石刃
せきじん

（約23000年前・新潟県

津南町胴抜原A遺跡）

凝灰岩で作られている石製のナイフ。

これで動物の肉を切ったのだろうか。

6．つぶて石（約2200～2000年前・島根県松江市田和山遺跡）

3000個以上が出土。石は近くから取ってきた川原

石だ。壕を渡ろうとした敵めがけて投げられたも

のなのだろうか。田和山遺跡からは他に祭で使わ

れたと思われる銅剣形石剣なども登場。

7．人面付土器（約2000年

前・栃木県栃木市大塚古墳群

内遺跡）

目を閉じ、口を半開きにしている。

眠っているのか、死んでいるのか？

写真ではわからないけど、頭のてっ

ぺんには穴が開いている。なぜって

もともと

壺の口の

部分に付

いていた

のだから。

4．骨角器（約3500年前・神奈川県横

浜市稲荷山貝塚）

鹿の角で作られている。魚やイルカなどの

海獣を突き刺すために用いたヤスや針には、

魚が外れないように工夫がされている。こ

のほか、骨

で作ったヘ

アピンも出

土。

5．赤漆塗り壺（約2600

年前・青森県八戸市是

川中居遺跡）

外面は赤漆が塗られている

が、内面は肩の部分までで、

肩から下は生漆が塗られてい

る。生漆を塗った後に赤漆を

塗った工程が読みとれる。縄

文時代の華麗な漆文化の逸品

だ。いい仕事してます。

9．線刻画木製品（約1750年前・兵庫県出石町袴狭
はかざ

遺跡）

先頭の 1 隻の船に続く船、船、船。船団を描いたものだろうか。船の中

には舳が口を開いた形に描かれたものもある。これは波よけ用の板だろ

うか。全部で船が何隻描かれているか、展示で確認してみよう。

10．三角縁神獣鏡（約1700年前・福

井県福井市花
はな

野
の

谷
たに

１号墳）

神の姿と獣の姿が交互に 4体ずつ配置されて

いる。またその回りには「日月」と「天王」

の文字が刻まれている。邪馬台国の卑弥呼が

中国からもらったものの 1つなのだろうか。

8．敷地3号銅鐸（約1800年前・静岡

県豊岡村西
にし

の谷
や

遺跡）

この遺跡では明治年間に 2 個の銅鐸が発見さ

れていた。2000年 1 月の発掘調査に先だっ

て、金属探知器などにより調査がなされたが、

その時にあらかじ

め銅鐸の所在が確

認されていた。弥

生時代の技術と現

代科学の出会いの

瞬間！

13．金銅製垂
たる

木
き

先
さき

金具（約1250年前・

奈良県奈良市法華寺阿弥陀浄土院跡）

屋根を支える垂木の先端を飾ったもの。天平文

化の栄華を伝える。阿弥陀浄土院は、光明皇后

の供養のため

に造られた寺

院で、現存し

ない。

14．加賀郡傍
ぼう

示
じ

札
さつ

（約1150年前・石川県津幡

町加茂遺跡）

平安時代の農民のくらしについて、お酒を飲んでさわ

ぐな、などあれこれ規則を記した立て札。墨で書かれ

ていたが、長い間野外に立っていたので墨が流れてし

まっている。みんなこれを読めたのだろうか。

中　世�中　世� 近　世�近　世�

15．漆器椀・皿・お膳（約

600年前・神奈川県鎌倉市建

長寺境内遺跡）

建長寺は執権北条時頼が1253年に開

いた由緒あるお寺。1414年の大火災

で、主要な建物はことごとく焼失し

ている。往時をしのばせる品々。

16．将棋コマ・サイコロ・碁石（約500年前・福井県福井

市一乗谷朝倉氏遺跡）

戦国大名朝倉氏の居城と城下町

で1573年に織田信長によって焼

き討ちされたもの。戦国時代の

城下町の暮らしの様子がよくわ

かる。よく見るとコマには進む

ことのできる方向に印がつけら

れている。碁石は白石の出土が

少ない。骨製だったためか、火

災で失われたのだろう。サイコ

ロは現在では、相対する 2 面の

合計は 7 になるのが決まりだ

が、 7 にならないものも発見されている。昔の人がどんな風に遊

んでいたのか、想像するのも楽しい。

17．賢瓶
けんびょう

と埋蔵物（約250年前・京都府京都市京都御所東

方公家町跡）

公家の屋敷跡のほぼ中央部で

見つかった。賢瓶
けんびょう

とは密教で

用いられる鎮壇
ちんだん

具
ぐ

（除魔など

のために土中に埋めたもの）。

海成真珠、水晶、象牙製玉、

五穀などが納められていた。

18．ままごとセット（泥めんこと土製の鳥）（約150～

250年前・京都府京都市京都御所東方公家町跡）

子供の遊び道具。めんこの遊び

方についてはお父さんやお爺さ

んなどに聞いてみよう。他に

「白」と書かれているものがあ

る。これは皿を割って碁石とし

て用いたようだ。リサイクルは

当然？　だったのだ。

19．砲弾・大砲の鋳型（約150年前・山口県萩市郡
ぐん

司
じ

鋳造

所跡）

長州藩（現在の山口県）の鋳物師の工房跡から見つかった。藩指

定の軍事工房であり、幕末の攘夷戦で使われた大砲もここで作ら

れたのかもしれない。もちろん、鍋や鍬先など日用品の鋳造も行

われていたようだ。
20．鉄製品（大社町出雲

大社境内遺跡）

出雲大社巨大本殿建築のため

に使用された鉄製の釘など。

柱の上面から出土した。釘は

最長40cmもあり、いかに建物

が大きかったかを物語る。と

ころで釘の先をよく観察して

みよう。赤い色が見える。こ

れから当時の柱が赤く塗られ

ていたことが推測できるのだ。

22．豊受大神宮（伊勢神宮外宮）正殿模型

伊勢と出雲。神話をはじ

め様々な点で好対照をな

している。出雲大社が大

社造なら、伊勢神宮は神

明造。それぞれの神社建

築の違いを観察してみよ

う。

21．出雲大社本殿模型（古代）

高さが48ｍあったと

いわれる本殿。東大

寺大仏殿よりも高い

日本一の木造建築

だったといわれてい

る。

▲ヤッホー君

▲ミサカッパ君

11．船形埴輪（約1550年前・三重県松坂市宝塚１

号墳）

この船はプラモデルのように組立式。船に載せられている

のは大刀、杖、日傘（蓋
きぬがさ

）。

杖や傘は高貴な人が乗っ

ていることを示している

のだろうか。ところでこ

の船、どちらが前？。み

んなで考えてみよう。

12．金銅製馬具・金箔・新羅土器・二彩

陶器（約1450年前・長崎県勝本町

双六
そうろく

古墳）

九州と朝鮮半島との間に浮かぶ壱岐島。玄界灘

を臨む島中央の豪族の墓から出土した。土器や

金箔などからは大陸との交流の姿が偲ばれる。



センターでは調査研究の成果を様々な書物として出版しています。ここで
はその一部を紹介します。

◆島根県古代文化センター調査研究報告書7
『出雲国風土記の研究Ⅱ』3,000円
『出雲国風土記』を、歴史学、考古学、地理学、地質学の視点から総合的に
共同研究した成果。今回は島根郡朝酌郷をフィールドに、歴史景観・自然景
観の復元に挑む。

◆島根県古代文化センター調査研究報告書8
『大原神職神楽』2,000円
島根県大原郡の神職の間に伝えられている県指定文化財の神楽。神憑かり
が見られる託宣神事などに特徴が見られる。この神楽について、芸態、伝承、
他地域の神楽の比較などの検討を行う。また、神楽台本 9本を復刻している。

◆島根県古代文化センター調査研究報告書10
『かわらけ谷横穴墓群の研究』1,000円
重要文化財双龍環頭大刀が発見された、かわらけ谷横穴墓群（安来市植田
町）。この横穴墓群と大刀について、客員研究員、埋蔵文化財調査センター等
との共同研究の成果。

『しまねの古代文化』第7号・第8号　各700円
古代文化講座など各種講演会・シンポジウムの記録集。第 7 号はたたら製
鉄関係が満載。石塚尊俊「金屋子神の信仰について」、河瀬正利「中国地方の
たたら製鉄とその展開」、大蔵明光「昭和四四年、幻の技術の再現」、吉野裕
子「陰陽五行からみた出雲」など。第 8 号は、三隅治雄「石見の風流芸能」、
岡田 司「古伝新嘗祭と出雲国造」、隠岐古典相撲の内容報告などを収録。

お求めは、
島根県文化財愛護協会へ
松江市殿町 1番地　島根県教育庁文化財課内

TEL 0852－22－5879 FAX 0852－22－5794まで。

古代文化センター
の出版物

島根県には荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡の青銅器群、全国で唯一の完本である『出雲国風土
記』、巨大神殿の伝承を裏付ける柱が発見された出雲大社など、地域的特色のある豊かな古
代文化が伝承されています。この古代文化を調査研究し、その成果を効果的に全国に発信し
ていくために、歴史民俗博物館・古代文化研究センター（仮称）を整備することとなり、平
成11年10月にその基本構想が提言されました（古代文化センターニュース第 1号およびホー
ムページを参照してください）。
その後、様々な角度から立地場所の検討が行われましたが、古代文化に関する展示とその
情報を交流させていく機能を主体とする歴史民俗博物館は、県内外の多くの人
に利用していただくことを主眼に、歴史的な知名度・イメージを有し、出雲大
社や日御碕など県内で最多の観光客を受け入れる大社町に整備することとしま
した。一方、古代文化の調査研究が主眼となる古代文化研究センターは、他の
研究機関等との連携が図りやすく、調査研究の対象となる豊かなフィールドに
恵まれた松江市の八雲立つ風土記の丘に整備することとしました。
もとより、基本構想で提言されたように、両施設は一体となって活動するも
のであり、調査研究から展示・交流に至る各機能は相互に連携させていきます。
現在、古代文化センターを中心に、両施設の具体的内容を検討しています。
その経過は随時、このセンターニュースでお知らせしていく予定です。

歴史民俗博物館（仮称）大社町に整備�
－古代文化研究センター（仮称）は松江市に－�
歴史民俗博物館（仮称）大社町に整備�
－古代文化研究センター（仮称）は松江市に－�



平成 8 年に刊行し、約7,000冊が販売・配布された『いにしえの島根ガイド

ブック』。刊行後約 1年で品切れし、多数の入手希望にもかかわらず、HP上で

の閲覧（http://www.pref.shimane.jp/new/inishie/）しかできず、皆様にご迷

惑をおかけしていましたが、このたび、増補の上、CD-ROMで復刊しました。

このガイドブック、写真や図版を多く用いて、荒神谷遺跡や『出雲国風土記』

など島根の特色ある古代文化をはじめ、古墳の探し方や県内の文化財に関する情報を小・中学生にもわかりやすく紹介したも

のです。

増補版では、銅鐸の形の変化、たたら製鉄の進化などをコンピュータグラフィックスによりビジュアルに解説したデジタル

ガイドや、発刊後発見された加茂岩倉遺跡や出雲大社境内遺跡に関する情報も見ることができます。

自分の住む地域について調べるために最適なこのガイドブックCD-ROM版。県内の学校や図書館などに配布してありますが、

1枚500円で販売もしています。島根県立博物館（電話0852－22－6282）もしくは島根県文化財愛護協会（電話0852－22－5879）まで。

編集後記
古代文化センターって何？、とよく聞かれます。古代文化センターは島

根の古代文化について調査研究を行うとともに、本号でも触れましたが、

歴史民俗博物館や古代文化研究センターの準備作業などを行っています。

主に発掘調査を行っている埋蔵文化財調査センターとよく混同されますが、

互いに協力・連携しながら島根県の文化財の調査を進めています。また、

スタッフの多くは県立博物館の学芸員でもあり、本号でも紹介した特別展

などの展示や資料の保管にあたっています。えっ！　県立博物館ってまだ

やっていたの、と思われる方もいらっしゃるかもしれません。県立博物館

は、美術館が開館した後、歴史系の博物館としてリニューアルしているの

です。ぼやきと宣伝をくりかえす編集後記でした。 （品川）

編集発行

島根県教育庁文化財課　島根県古代文化センター
〒690－0887 島根県松江市殿町1番地　島根県立博物館内
TEL 0852－22－6727 FAX 0852－22－6728
URL http: // www2. pref. shimane. jp /kodai /

http: // nexthdmuseum. pref. shimane. jp /shimane_2. htm
http: // www. pref. shimane. jp /new/ inishie /

e-mail : kodai＠pref. shimane. jp

松岡　高弘（国立有明工業高等専門学校助教授／建築史 論
文「大社造本殿の平面型式の分類とその形態
的特徴に関する実証的研究」など）

●調査報告

・出雲大社境内遺跡発掘調査報告
石原　聡（大社町教育委員会文化財保護主事／考古学）
・出雲大社遷宮関係史料の紹介と解説
佐伯徳哉（島根県古代文化センター主任研究員／中世史）

●聴 講 料：無料
●申込方法：往復葉書・FAX・E-MAILにて、住所、氏名、電

話番号、「シンポ聴講希望」とご記入の上、 9
月28日（消印有効）までに古代文化センターま
で申し込みください。定員を600名とし、応募
者多数の場合は抽選させていただきます。

●主　　催：島根県古代文化センター・大社町教育委員会
●共　　催：全国門前町サミット・出雲國門前市実行委員会

島根県古代文化センターでは、全国の神々が集まるとされる神在月（10月）に、様々な分野の最先

端で活躍されている気鋭の先生方にお集まりいただき、島根の古代文化に関する多様な問題点を斬

新な切り口で解明していただくシンポジウムを開催します。

第 1回は、現在調査中の出雲大社本殿の心御柱（岩根御柱）を糸口に、人と

柱の関わりについて考えます。

●日　　時：平成13年10月13日（土）
13：00～16：40（開場12時）

●場　　所：大社町文化プレイス「うらら館」（大社町杵築
南・大社町役場西隣）

●コーディネーター

関　　和彦（共立第二高等学校教諭・島根県古代文化セン
ター客員研究員／古代史／著書『新・古代出
雲史など』）

●パネリスト

宇津野金彦（神宮司庁造宮局造営部技師／建築史／論文
「伊勢の遷宮諸祭と建て方－皇大神宮正殿を
中心事例にして－など）

豊田　有恒（島根県立大学教授／作家・古代史／著書『出
雲のヤマトタケル』など）

萩原秀三郎（日本民俗学会会員／民俗研究家／著書『神樹』
など）

CD-ROMで復刊�
幻の名著・『いにしえの島根ガイドブック』�

CD-ROMで復刊�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

第1回　神在月シンポジウム
徹底検証　出雲大社と心の御柱 －人と柱の関わりを考える－


